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妊症 に 於け る卵巣卵管障害，更 に は経度の 癒着剥離，試

験組織診 の 呵能性等診断の 確定．治療方針の 確 立 に試験

的開腹 に代るもの であ り叉患 者 に対 す る 侵襲 も 少 な い

点．今 後更 に 広 く応用 ざ る べ き価値 の 高い もの で あ る事

を 強調 した し 

　5．　 婦人科領域 に お ける腹腔鏡 の応用 に つ い て

　　　　　　　　　　　（北農病院）　 後藤　史郎

　婦 人科領域 に お ける補助的診断法の 一
っ と して 腹腔鏡

の 応用 を試 み た ．そ の 巾か ら ， 性器結核疑の 患者 の 下腹

痛が ，骨盤の うつ 血 と癒着に k る も の で あ る こ と を認 め

た 例 ， 広汎 な癒着の 予想 さ れ る 患者 の 癒着の 位 置 と程度

を 術前 に知 る こ とに よ り手術 を 円滑 に 進め た 例 ， 排卵 や

黄 体 を観 察 して 不妊症 へ の 応用 を示 唆 され た例 ， 卵巣腫

瘍や腹水を確認 し た 伊L 原 因 不 明 の 腹痛 が ， 二 次性 月経

モ ワ ミナ に よ る こ と を 診断 した例，な ど幾 っ か の 症例 を

示 し，婦 入科領域 に おけ る補助的診断法 として の ，腹腔

鏡 応 用の 意義 に つ い て 考 察 を 加 え 尭：。腹腔鏡の 有意な 点

を 利用 す る ど とに よ り，婦入科領城の診療内容を大い に

充実 さ せ うるの では な い か と考 え て い る．

第 2 群 　内 分 泌

　6．　産婦人科領域の Triosorb に よる甲状腺機

能検査 （第 1 報）

　　　　　　　 （信大）岩井 　正 二 ，輻田　　透

　　　　　　　　　　　清水 　　働 ， 古田　孝丈

　甲状腺 機能 検査法 に は現在迄多数 の 方 法があるが ， 最

近更に
L3LI

標識 Triiodothyrosine　 Resin　 Sponge に

よ る検査法が発表 さ れ各方面 よ り注 目 ざ れ っ 1 あ る e 本

法は特 に放射性沃度を被検者 に直接投与 しな い ぐ実施で

き る点 に 大 き な利点を有 レ，妊婦等 が対象 とな り得る 我

が領域では真 に好都合 な 検査法 であ るが ， 找々 も信大産

婦人科に 入院或 は 来院せ る各種患者 184名 （妊婦93例 s

切迫涜 早産20例，不妊症 20例，SCrk）に 就 き本法を試行

した の で，現在迄 の 成績に就き報告す る、

　即 ち妊婦では
一

般 に 妊娠 3 カ 月後では対照 に 比 し低値

を とる もの が 多い が妊娠月数 と は特 に 関 連性 は な く，中

毒症例では 正常例 に 比 し更に低値 を示す 例の 多い 事を 認

め た ．

　切迫流早産例 に お け る木検 査 の 応用価値 に 関 して 今 後

更 に慎重なる検討 を要す る もの と考え られ た 他，不 妊症

例 で は特に 対照 と著差 が認 め ら れな か っ た事等も興味深

い 事と思われた ．

　 7．　Gonadotropin 負荷試 験 1二 よ る尿 中Estro −

gcn 分画 値 の 動揺 と月経 異 常の 治療 に つ い て

　　　　　　　（阪大）　 足高　善雄 ，倉智　敬
一

　　　　　　　　　　　青野　敏 博，宮田　　順

　月経異常婦人の 病態を 内分 泌 学 的 に うか 雪 う目的で ，

各種月 経異常婦 人 4丁例 と正常月経婦人 4 例の 計51例 に 月

経叉 は 出i血の 4 日 目 よ りPMS20001 ．U．と HCGIOOO

LU ．を連 目 3 日閲 投 与 した． 投与前 日の 24時 間尿 よ り

estrogen （E ），pregnanediol （PG ），　total　gonadotropin

（tota呈 G），　yr−ollCS ，及び 17−KS を測定 し，投与開飴

後 の 各 24時間尿 よ り E ，PG ・を測定 した ・

　尿 中E は G 投 ケ開始後 6 日H （第 6尿） に ピー
ク を示

して 増加 す る例 と，全 く増量 を 示 さ な い 例に分類で き ，

第 6 尿 の E 値よ り4卵 g 以 下 を 無反 応 型 ，
41−b・6eu，g を

低反応型 ， 61μg 以 上 を正 常反応型 と定めた ．月経異常

の 種類別 に 無反 応型 の 占め る 率の 多 い もの か ら並べ る と

機能性出面1，一無 月経
一
無排卵性 月経

一正 常月経 の 順 と な

る．

　E の 分 画 比 即 ち eStriol 十 16 −epiestriollestradiol 十

estrone 比は G 負荷後に 正 常反応型 の み が 低下の 傾向を

示 した ．

　種 k の 治療 に よ り 正 常反応型 の 14例中12例 が 担柳 し，

うち 5 例 は妊娠の 成 立 をみ た が ，な か でもG 療法 に よ り

1！例巾 9 例に 排卵 の 誘発 を み た 点が注目さ れ る．一方無

反応型は治療 に よ り10例中 2例 が排卵を来 た し た の み

で，G 療法 に よる 排卵誘発率も低かっ た・

　以．．i二よ りeG 負荷試験は 卵巣機能検査 法 と して 有 用 で

あ り， 本試験に よ り正 常反応型 と判定 さ れ た 例 は G 療法

の 適 応 とな る こ とを明 らか に しえた ．

　8。 合成 Gestagen の 線溶現 象に及 ぼ す影響

　　　 （名
一J（）

　　　　 石塚 　直隆 ， 川 島　吉良，加納　　泉

　　　　　寺尾 　俊彦 ， 竹内　忠倫

　機能性 子 宮出血 に 対 し止 血効果をもた らす 合 成 Gesta一
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